
 

 

 

 

 

第１４章 復旧工 
 

 

１４－１ 耕地復旧工 

（１）表土掘削・埋戻 ・・・・・・・・・・・・・・ １４－１ 

（２）耕地復旧（耕起） ・・・・・・・・・・・・・ １４－２ 

（３）畦畔復旧工 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １４－２ 

（４）整地作業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４－２ 
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第１４章 復 旧 工 

  

１４－１ 耕地復旧工 

 

（１）表土掘削・埋戻 

バックホウによる耕地表土の掘削又は、埋戻作業が必要な場合に適用する。 

適用条件は下記のとおり。 

・表土厚は、15～30㎝に適用する。 

（適用範囲内で最も支配的な表土厚で適用を判断する。） 

・施工幅は、表土掘削の場合12～40m、表土埋戻の場合12～46mに適用する。 

なお、作業土の運搬が必要な場合は、別途「第２章 土工」により算出する。 
 

１）数量算出項目 

施工項目区分ごとに算出する。 

 

表１４－１ 数量算出項目区分一覧表 

区分 

項目 
単位 数量 備  考 

表土掘削 ㎡   

表土埋戻 ㎡   

      

 

２）数量算出方法 

平坦地の場合は、土工タイプ毎に標準断面図により、数量を算定するものとする。 

   タイプ毎の数量＝平均表土掘削幅×（タイプ延長－Ｘ） 

         Ｘ：道路、水路等の控除延長（畦畔、耕地間の小規模な法面等は控除しない） 

起伏地、施工方法（道路下施工等）、用地手当等の問題で標準断面図による算定が適さない場合

は、平面図等から数量算定を行うものとする。 

 

 

  ３）標準断面図例 

 

 

（仮設道路） 
（仮置土） （表土） 

平均表土掘削幅（Ｂ） 

平均借地幅 

1,000 500b1 500 

t

b2 b3 500 1,000 b4 

h
1:〇.〇 

（掘削） 

（表土掘削） 1:1 

仮置土量は埋戻必要量（締固めロス含む）

にゆるみ(割増)を考慮する。 

「例」 粘性土の場合 

埋戻必要量×1.25／0.90 

表土預土は剥取り量にゆる

み(割増)を考慮する。 

「例」 粘性土の場合 

剥取り量×1.25 

1:1 1:1 最大高 
3.0m※ 

最大高 
3.0m※ 

※現場条件等により減じる

事がある。 

管
置
き
場
候
補
地 

（注）管等資材置き場を必要とする場合は、必要幅を考慮するものとする。（管は呼び径寸法を標準とする） 
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（２）耕地復旧（耕起） 

工事復旧時にトラクタによる埋戻後の耕起作業が必要な場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

耕地復旧（耕起）の面積を区分ごとに算出する。 

 

表１４－２ 数量算出項目区分一覧表 

区分 

項目 
施工区分 単位 数量 備  考 

耕地復旧（耕起） ○ ㎡   

（注） ふるい分けのような完全な方法による石礫、雑物の除去が必要な場合は除く。 

 

①施工区分 

施工区分は、次により区分する。 

区  分 施工区分 

耕地復旧（耕起） 
無；石礫、雑物の除去が必要無い場合 

有；石礫、雑物の除去が必要な場合 

 

（３）畦畔復旧工 

工事復旧時における、畦畔築立が必要な場合に適用する。 

なお、畦畔復旧の形状は、図１４－１を標準とする。 
 

１）数算出項目 

畦畔復旧工の数量は、延長（ｍ）で算出する。 

 

表１４－３ 数量算出項目区分一覧表 

区分 

項目 
単位 数量 備  考 

畦畔復旧工 ｍ   

（注） 畦畔復旧工には、畦畔法面仕上げの経費も含まれているため盛土法面整形は算出しない。 

 

図１４－１ 

 

                          0.20m～0.50m 

 

 

          1:1              1:1  0.20m～0.50m 

 
 

 

（４）整地作業 

整地作業は、「第１０章 ほ場整備工」１０－１（２）に準じる。 


